
  

 

小須戸小学校だより 

       

ＮＯ．9                              令和 4年 3月２2日(火) 発行 

 

 

 

                                                     
子どもの力を信じて 

                                                             校 長 中林 浩子 

 

コロナ禍となって 2 年，マスク・手洗い・換気は，学校の日常に位置付きました。また，教育
活動は，「神経質になりすぎず，でも慎重に！」をモットーに，校外学習や学級・学年での交流

活動なども感染症対策を講じながら積極的に行ってきました。 
「運動会」や「こすどっ子祭り」，「6 年生ありがとう週間」に代表されるように，子どもたち

は，「今，できること」の中から，知恵を出し合い，創意工夫をしながら，学校生活を送ることが
できました。 
それは，保護者や地域の皆さまの教育活動に対する多くのご理解とご協力，応援があった

からこそのことです。その思いに私たち教職員は，何度も励まされ，勇気づけられました。そのお

陰で，子どもと教職員とが一緒になって創り上げる新しい教育活動にチャレンジすることがで
きたと思っております。保護者・地域の皆さまに心より感謝申し上げます。 

 
さて，小須戸小学校では，“自分の『学び』や『生活』を自ら舵取りできる子どもの姿”を目

指して，授業改革や生活指導，教育活動を行っています。「子どもが学びや生活を自ら“舵取

りする”なんて，本当にできるの？」「それは，聞こえはいいけれど，先生がラクをしたいだけなん
じゃないの？」と心配や不安を抱かれた方もおられるかもしれません。確かに，保護者の皆さん
やその上の世代の方々が受けた学校教育は，先生の言うことをよく聞いて，先生のいうとおり
に学習し，生活することがいいことだと教わってきました。「みんなと同じことができる」「言われた
ことを言われたとおりにできる」上質で均質な労働者の育成が高度経済成長期までの社会の要
請として学校教育に求められてきたからです。その結果，日本は，経済や技術が大きく発展しまし
た。そして，これから，Society5.0時代へと動き出そうとしたとき，新型コロナウィルス感染症によ
り，社会の変化は加速度を増し，複雑で予測困難な時代と言われるようになりました。 
今，当校で学んでいる子どもたちが大人になって，社会を支えるようになる頃には，きっと，想像

もできないくらい社会生活は変化していることでしょう。 
このようなことから，当校では，子どもが直面するであろう 10 年後の未来を見据え，“自分

の『学び』や『生活』を自ら舵取りできる子どもの姿”を目指して教育活動を推進しています。
“舵取りする”とは，子どもが自分の学習や生活に主体的に取り組み，自分の行動や言動に
責任をもつことです。それができるようになるためには，安全な失敗つきの体験をたくさん経験
することを積み重ねてこそ，よりよい方法や望ましい選択の仕方を学んでいけることだと考えま
す。ですから，学校は，間違うところでなければなりません。子どもが，安心して間違ったり，失
敗したりしながら，仲間と互いに成長していく場所，それが学校たる所以だと考えます。授業も
生活も同じです。教師の仕事は，子どもの失敗や間違いを「新しいことを学ぶチャンスだ！」と
見方を変えて，次に同じことが起こったら，どうしたらいいか，具体的な方法をイメージできると
ころまで，子どもと一緒に考え，それができるように励ますことです。先生の許可がないと勉強
や生活ができない子どもに育ててはいけません。人は，誰もが，自分で解決する力をもっていま
す。誰もが，よくなりたいと願っています。そういう子どもの力を信じて，これからも小須戸小学

校は教職員一丸となって，適応支援と成長支援の両面から子どもが学習と生活を自ら舵取
りできる力を育んでいきます。 
 

最後になりますが，今年度の教育活動に対して，保護者・地域の皆さまの温かいご理解とご協

力に改めて感謝申し上げます。一年間，大変ありがとうございました。 
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